
「公共交通を中心とした姫路市総合交通
計画（総合交通戦略）」の事業実施例計画（総合交通戦略）」の事業実施例

①総合交通戦略の概要

②交通結節点整備②交通結節点整備

③ＪＲ姫新線輸送改善事業とＰ＆Ｒ社会実験③ 輸 改

④コミュニティバス社会実験

第33回総合的交通基盤整備連絡会議

成（平成24年5月31日）



総合交通戦略の概要総合交通戦略の概要
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姫路市の概要

人口：約５４万人
世帯数：約２１万世帯
面積：約５３４ｋｍ２

高齢化率：２１ ５％高齢化率：２１．５％
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総合交通戦略の策定（公共交通を中心とした姫路市総合交通計画）

年度 内容

平成１８年度
・総合交通体系構築に向けた庁内検討会
・播磨都市圏パーソントリップ調査

月 検討懇話会設置・３月…検討懇話会設置

平成１９年度
・播磨都市圏パーソントリップ調査詳細分析
懇話会 幹事会による検討平成１９年度 ・懇話会、幹事会による検討
（戦略策定までに懇話会４回、幹事会６回実施）

基本計 編策定
平成２０年度

・８月…基本計画編策定
・３月…実施計画編策定【総合交通戦略策定】

平成２１年度 ・総合交通戦略の大臣認定
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総合交通戦略に示した主要な施策

姫路駅周辺
（主核）

乗り継ぎ・乗り換え利便性向上、自家用車の流入抑制と歩行者優先の空間整備、
都市内循環バスの検討

交
通
結

その他の
交通結節点

徒歩、二輪、バス、送迎車（キス＆ライド）、自動車（パーク＆ライド）でのアクセ
ス性向上

鉄 道 播但線・姫新線の輸送力改善

結
節
点

公
共
交
通
の 鉄 道 播但線・姫新線の輸送力改善

バ ス
高度なバスシステムの導入検討、地域公共交通の導入検討、外環状バスの検
討、サイクル＆バスライド、パーク＆バスライド、鉄道駅との連絡強化

骨
格
ネ
ッ
ト

の
利
便
性
向
上

海上交通 乗船券（定期券含む）の共通化

道 路 環状道路網の早期整備、姫路駅～書写間の道路改良、バスベイの設置促進

ト
ワ
ー
ク

上

利
乗り継ぎ抵抗の軽減

公共交通の利用促進
公
共
交
通
の

利
用
環
境
改
善

バリアフリー化の推進

ＩＣカード乗車券

参
画
と
協
働

公共交通の利用促進

モビリティマネジメント
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の善
バス停の情報案内

働
沿線地域の活性化



交通結節点整備交通結節点整備
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（姫路駅以外の）交通結節点整備

市内30の鉄道駅に、旅客船・
バスターミナル5を加えた35の
交通結節点について、整備方
針を示しています。

H20 3開業

…計画前期着手予定

H20.3開業

H17 3開業H17.3開業



ＪＲ姫新線輸送改善事業とＰ＆Ｒ社会実験ＪＲ姫新線輸送改善事業とＰ＆Ｒ社会実験
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総合交通戦略での位置づけ

ＪＲ姫新線（きしんせん）輸送改善事業 パーク＆ライド

骨格ネットワークに位
置づけた上で、「新型
車両の導入等による
速達性と快適性の向
上 をめざす とを示し上」をめざすことを示し
ています。

交通の円滑化、環境負荷の軽減をめ
ざし、パーク＆ライド（パーク＆バスラ
イド）を重点的に推進する拠点を示し
ています。（概ね外環状道路網以遠
の鉄道駅）



ＪＲ姫新線輸送改善事業の概要

輸送改善事業の概要増便社会実験の概要 輸送改善事業の概要
対象区間：姫路～上月駅間（L=50.9km）
事業主体：兵庫県、姫路市、たつの市、

佐用町 ＪＲ西日本

増便社会実験の概要
期間：平成22年3月～24年3月
増便数：区間により2～16本（図参照）

佐用

上月

佐用町、ＪＲ西日本
新型車両の導入：高速気動車19両の導入
地上設備改良：軌道強化、曲線改良、安全

側線新設、ＣＴＣ、ホーム嵩上げ、等+8本

播磨新宮

事業効果：姫路～上月駅で平均約9分の短縮

23→35

+12本
26→34

+16本 66→68

+2本

本竜野

路

余部50→66
→

79→90

+11本

姫路

姫路市内

L=50.9km



ＪＲ姫新線輸送改善事業の効果
（千人／年）

2,800

2,900

3,000 ＪＲ姫新線 年間乗車人員の推移
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H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23

増便社会実験期間
年度 年間乗車人員 前年度比年度 年間乗車人員 前年度比

平成２１年度 ２３８万人 （－２％）

平成２２年度 ２５７万人 ＋８％

平成２３年度 ２７３万人 ＋６％



パーク＆ライド社会実験の概要
施策の概要モニターの分布状況 施策の概要

姫新線輸送改善事業の事業効果を高めるため、総合
交通戦略に示したパーク＆ライド推進鉄道駅の内、
姫新線の「余部（よべ）駅」「太市（おおいち）駅」を対

モニタ の分布状況
（かなり遠方からの応募
もありました）

姫新線の「余部（よべ）駅」「太市（おおいち）駅」を対
象とした社会実験を平成22年4月から1年間実施。

社会実験の概要
パーク＆ライド通勤・通学をされている（若しくはされ
る予定）の方を対象にモニターを募集。登録いただい
た方には期間に応じて駐車場料金の一部として謝礼
（2 000円／月）を進呈 39名に参加頂きました

L≒14km
（2,000円／月）を進呈。39名に参加頂きました。

アンケート調査
2回に分けてアンケート調査を行い、今後パーク＆ラ

イドを推進していく上で貴重なデータを多数収集する
ことができました。

（例 パーク＆ライドを始めた理由）

1位 （他手段に比べ）定時性が高い

2位 （他手段に比べ）早く行ける

3位 （他手段に比べ）安く行ける

太市駅
余部駅

…

最下位 （クルマに比べ）環境に優しいと思うから



コミュニティバス社会実験運行の紹介コミュニティバス社会実験運行の紹介
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公共交通空白・不便地域の分布状況 導入を優先的に検討すべき１０地域

総合交通戦略での位置づけ
公共交通空白・不便地域の分布状況

（H17国勢調査人口メッシュ）

導入を優先的に検討すべき１０地域

安富
鹿谷

菅野

香寺
林田

香寺

船津、山
田、豊富

花田、飾東

御国野 別所御国野、別所

四郷、糸引
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凡 例

：公共交通空白地域
：公共交通不便地域

家島



事業概要

家島地域

香寺地域

人 口：１９，５０４人
世帯数 世帯家島地域

人 口：３，９６４人
世帯数：１，６５３世帯

世帯数：７，１５９世帯
高齢化率：２４．０％
既存公共交通：ＪＲ、路線バス

世帯数：１，６５３世帯
高齢化率：３０．１％
既存公共交通：なし

先導的都市環境形成促進事業を
活用し、平成２２年４月より２年間
の社会実験を実施中

家 島 香 寺

事業手法
道路運送法第７９条 道路運送法第４条

の社会実験を実施中

事業手法
道路運送法第 条

（市町村運営有償運送）
道路運送法第 条
（通常の路線バス）

運行主体 地元自治会（宮区会） 神姫バス(株)

使用車両 ７人乗り２両 ３７人乗り１両 １０人乗り１両使用車両 ７人乗り２両 ３７人乗り１両、１０人乗り１両

運賃 １００円／回 １５０円／回

目標日乗車人員 初年度５０人／日 初年度１００人／日
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初年度 人 日 初年度 人 日

目標収支率
初年度２０％、２年目２５％
本格運行２年以内に３０％

初年度３０％、２年目４０％
本格運行２年以内に５０％
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（概ね６カ月毎に見直し）



香寺の社会実験概要と特色

自動車が普及している地域

高齢化したニュータウン

鉄道・路線バスとの連携（競合）鉄道・路線バスとの連携（競合）
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アンケート調査結果（交通手段別流動図）

全手段 クルマで送迎全手段 クルマで送迎
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運行ルートの変遷
平成２２年４月 平成２２年１０月 平成２３年７月平成２２年４月～ 平成２２年１０月～ 平成２３年７月～

毎日運行、２６．５便／平日 月～土運行、１３．５便／日 月～金運行、１３便／日
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徐々に利用実態（≒事前需要予測）に即した形に変化



利用実績の推移
（人／月） （人／日）
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第１回ダイヤ改正
・１週間の無料化
・利用促進チラシ作成配布

第２回ダイヤ改正
・利用促進チラシ作成配布
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日平均乗車人員は「約２０人→３５人」若干増加
（ただし、目標は１００人／日） 平成２４年３月末をもって休止



家島の社会実験概要と特色

離島で行っている

地域住民が運転手

が道路が狭い
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家島の狭い道路
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幅員が３ｍ弱の区間もある
使用できる車両が限られる（５ナンバーサイズ）



地域の特徴と運行概要

住宅が密集

限られた道路網限られた道路網

目的地が限定（港など）

バス、タクシーなし

自動車保有率が低い

自動二輪が多い

＜運行便数の変遷＞
平成２２年４月 平成２３年６月 赤９往復 青９往復／日
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・平成２２年４月～平成２３年６月…赤９往復、青９往復／日
・平成２３年７月～９月…赤８往復、青８往復

（土曜日の午前中を試験的に運行）
・平成２３年１０月～…赤８往復、青８往復（平日のみに戻る）



地域との協働による運行

事業スキームの概要

姫路市 地元自治会

＜運行事務を委託＞

• 事業主体として「市町村迂遠有
償運送（空白地輸送）」の許可を
取得
運行管理者

• 運行日誌の作成、報告
• 車両の点検、管理
• 運転手のシフト作成

車両の運転（ 週間あたり２回• 運行管理者 • 車両の運転（一週間あたり２回
程度、１回あたり半日の運行）

お客さんから「コミバスが無お客さんから「コミバスが無
くなったら困る」「続けて欲し
いから、できるだけ乗るよう
にしてます」といった意見を
よく聞きます。

なっています。

運転は気を遣いますが、「あ
りがとう」の声が元気の源に
なっています。
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利用実績の推移
（人／月） （人／日）
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第 ダ 第 ダ第１回ダイヤ改正
・土曜を運行

第２回ダイヤ改正
・平日のみに戻す
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日平均乗車人員は「約６０人」
（目標は初年度５０、二年目６０人／日）

平成２４年４月より本格運行



お問い合わせ先

姫路市都市局交通計画室（担当：山本）

〒670‐8501
兵庫県姫路市安田4‐1
Tel：079‐221‐2465 FAX：079‐289‐0588
E‐mail：kotukeikaku@city.himeji.hyogo.jpE mail：kotukeikaku@city.himeji.hyogo.jp
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